24軍記物語　保元物語　うるわしき主従関係　着眼点　読解⑧
都で後白河帝との戦いに敗れた崇徳院（新院）は、わずかな供を連れ、東へ落ち延びようとしている。
新院は如意山へ入らせ給ひけるに、兵、馳せ参りて、「左大臣殿は既に討たれさせ給ひぬ」と申しければ、「こはいかにしつる世の中ぞや」とて、あきれ迷はせ給ひければ、御供の兵ども、これを承つて、心弱くぞなりてける。「相構へて三井寺まで」と思し召さるるに、①山嶮しくして、御馬より下りて、歩より上らせおはしましける。いつ慣らはせ給ふべきなれば、兵ども、御手を引き奉り、御腰を押し上げまゐらせなどして、助け上せまゐらせけるに、山中のほどⓐにて絶え入らせおはします。兵ども、東西を失ひ、もだえこがれ、悲しむほどに、やや暫くありて、御気を吹き出ださせ給ひて、「人やある」と召されければ、「某々」と面々に名乗り申しけり。「多く並み居て候ふを、人なしと召され候ふは、実ⓑに御目の眩れさせ給ひけるⓒにこそ」と、②各々袖をぞ絞りける。「水やある。飲まん」と㋐仰せ言ありければ、各々走り散りて求めけれども、なかりけるに、法師ばらの三井寺の方より水瓶を持ちて通りけるを、奪ひ取つて、持つて参りて、③まゐらせたりければ、御気色いささかにならせ給ひてけり。
その後、家弘、「敵、④定めて追ひまゐらせ候はんずらん。疾く疾く延びさせ給ふべき」由申しければ、「今は、この身の事をば、各々知るべからず。何方にも立ち忍び、汝らが身を扶くべきなり。さしもの奉公を致して、身をいたづらにしつることこそ不便なれ」とて、㋑よに御心弱げⓓにて、御涙を流させ給ふ。各々、この御有様を見まゐらせける心の中、さこそは悲しかりけめ。涙を押さへて申しけるは、「一度まゐらせ上げ候ひなん命、なじかは二度思ひ返し候ふべき。ともかくも、君のならせ給はん御行く末を見果てまゐらせてこそ、塵灰ともなり候はめ。見捨てまゐらせては、いづくへかまかり退き候ふべき」と、声々ⓔに申しければ、⑤「志は実にさる事なれど、我が身ばかりこそ、たとひ敵襲ひ来たるとも、手を合はせ、降を乞はんⓕに、⑥などか助けまゐらせざるべき。汝ら付き副ひては、定めて防ぎ戦ひすらん。㋒なかなか悪しかりぬとおぼゆるぞ」と泣く泣く仰せければ、兵ども、皆、涙に咽びて、「強ひて御供に候ふべき」由申しけれども、「適ふべからず」と仰せ再三に及びければ、力及ばず、涙とともに落ち行きけり。
月とも日とも仰ぎ奉る君をば、知らぬ山路に捨て置き奉り、海とも山とも憑み奉りつる左府は、また、云ふに効なくなり給ふ。⑦ただ木に離れたる猿のごとし。陸に上れる魚のごとし。身の行く末も思ひ遣られて、君の御余波の程も悲しければ、泣く泣く後を顧みて、涙に眩れ、足に任せて落ち行けば、中有に迷ふ罪人も、思ひ知られて哀れなり。
語注

如意山＝比叡山の如意山。京都の東方にある。

左大臣＝藤原頼長。崇徳院と結び、後白河帝に対して保元の乱を起こしたが、敗走。首に流れ矢を受け、道中の小屋で手当を受けている。

三井寺＝園城寺の通称。現在の滋賀県大津市にある。

「某々」＝「私が（おります）私が（おります）」。

家弘＝平家弘。崇徳院に仕える武士の一人。

降を乞ふ＝降参をする。

左府＝前出の左大臣に同じ。

中有に迷ふ＝中有とは、人が死んで、次の生を受けるまでの七日間（あるいは無限の間）のこと。死者はこの期間、中有を旅すると考える、仏教の教えをふまえた言葉。
問一　次の「内容わしづかみ」の空欄に本文中の語句を書き入れよ。
崇徳院とともに［　　　　　　］まで逃げ延びた供は、「崇徳院の［　　　　　　］を見届けてから、自分たちも［　　　　］となる」と同行を願い出たが、崇徳院は［　　　　］にわたって固辞した。その後、供たちは自身の［　　　　　　］を案じ、涙に暮れた。
問二　波線部ア〜㋒の意味を答えよ。　〈2点×3〉
㋐［　　　　　］㋑［　　　　　］
㋒［　　　　　　　　　　］
問三　二重線部ａ～ｆの「に」の文法的説明の組み合わせとして正しいものを選べ。　〈2点〉

ア　ⓐ　接続助詞　　　　ⓑ　形容動詞の一部　ⓒ　格助詞の一部
　　ⓓ　副詞の一部　　　ⓔ　断定の助動詞　　ⓕ　格助詞
イ　ⓐ　格助詞の一部　　ⓑ　形容動詞の一部　ⓒ　断定の助動詞
　　ⓓ　副詞の一部　　　ⓔ　格助詞　　　　　ⓕ　接続助詞
ウ　ⓐ接続助詞　　　　　ⓑ　副詞の一部　　　ⓒ　格助詞
　　ⓓ　断定の助動詞　　ⓔ　形容動詞の一部　ⓕ　格助詞
エ　ⓐ　格助詞の一部　　ⓑ　副詞の一部　　　ⓒ　断定の助動詞
　　ⓓ　形容動詞の一部　ⓔ　格助詞　　　　　ⓕ　接続助詞
オ　ⓐ　格助詞の一部　　ⓑ　副詞の一部　　　ⓒ　形容動詞の一部
　　ⓓ　断定の助動詞　　ⓔ　格助詞　　　　　ⓕ　接続助詞
問四　傍線部①・③・④を現代語訳せよ。　〈3点×3〉

①［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

③［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

④［　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　］

問五　傍線部②とあるが、供のどのような様子を言うのか。五十字以内で答えよ。　〈8点〉

問六　傍線部⑤とあるが、「志」の内容として最も適当なものを選べ。　〈4点〉

ア　何としても崇徳院をお守りして、その無事を見届けてから死のうという、供の悲痛な心構え。

イ　崇徳院の生死を見届けない限りは、どこへも逃げるつもりはないという、供の立派な忠義心。

ウ　崇徳院に最期の時まで仕えてこられたことがありがたいという、供のこのうえない感謝の念。

エ　もし崇徳院を守り抜くことができなければ、その場で死に後を追おうという、供の固い決意。

オ　いくら崇徳院に拒まれようとも、崇徳院を敵から守るために戦い抜こうという、供の決死の覚悟。

問七　傍線部⑥について、

(1)　ここで用いられている特別な敬語表現を何と言うか答えよ。　〈3点〉
(2)　人物関係を明らかにして現代語訳せよ。　〈4点〉
問八　傍線部⑦とは、この時の供の様子を表した比喩表現である。どのような様子か、四十字以内で答えよ。　〈8点〉

問九　本文の内容に合致するものを一つ選べ。　〈6点〉

ア　主人の死を覚悟した供は、潔い最期を遂げてもらおうと、未練がましく生き延びようとする崇徳院を懸命に説得した。

イ　供は、かつて崇徳院に助けてもらった恩義を思い出して、崇徳院のもとを決して離れようとはしなかった。

ウ　供は、進退窮まって勝手なことばかり言う崇徳院の様子を見て、嘆かわしく思いながらも一緒にいようとした。

エ　崇徳院は供に恩情をかけ、一緒にいては自分にとって不都合であるということを口実に、すぐさま逃げることを勧めた。

オ　崇徳院は供に逃げることを勧めたが、供はそれを固辞して崇徳院と死ぬことを覚悟し、一緒に落ち延びた。
【解答】
問一　崇徳院とともに［如意山］まで逃げ延びた供は、「崇徳院の［行く末］を見届けてから、自分たちも［塵灰］となる」と同行を願い出たが、崇徳院は［再三］にわたって固辞した。その後、供たちは自身の［行く末］を案じ、涙に暮れた。
問二　㋐＝ご命令　㋑＝まことに・非常に　㋒＝かえって　〈2点×3〉
問三　エ　〈2点〉

問四　１＝山が険しいので、御馬から下りて、徒歩でお上りになった。　〈3点×3〉

３＝差し上げたところ、

４＝きっと追い申し上げていることでしょう。

問五　崇徳院が近くにいる供に気づかず呼んだことで、目が見えなくなったと思い、悲しみの涙を流している様子。（49字）　〈8点〉

問六　イ　〈4点〉

問七　(1)＝自敬表現（自尊敬語）　〈3点〉
(2)＝敵がどうして私（崇徳院）を助け申し上げないことがあろうか、いや、助け申し上げるはずだ。　〈4点〉
問八　供の、崇拝し頼りにしていた崇徳院や左大臣と離れてしまい、途方に暮れている様子。（39字）　〈8点〉

問九　エ　〈6点〉
【補充問題】

問１　「絶え入らせおはします」（4〜5行目）とあるが、崇徳院はなぜこのようになったのか。三十字以内で答えよ。

問２　「一度まゐらせ上げ候ひなん命、なじかは二度思ひ返し候ふべき」（13行目）を言葉を補って現代語訳せよ。
【補充問題解答】

問１　慣れない山歩きのつらさについに耐えることができなかったから。（30字）
問２　主君に一度差し上げました命を、どうして助かろうともう一度思い返しましょうか。いや、思い返しますまい。
